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　ボランティアで市内の

公園や道路などの清掃活

動を行う自治会、シニアク

ラブ、子ども会、ＰＴＡな

どのみなさんを対象に「腐

葉土化バッグ」のモニター

を募集します。このバッ

グは、誰でも気軽に落ち葉

や雑草が腐葉土化できる

ように考えられた容器で

す。完成した腐葉土を花壇や畑に循環利用してみませんか。

●モニター期間＝平成30 年10 月〜同32 年３月末

定先着３団体

＊定期的に環境課へ、報告書や写真などの提出をお願いします

【腐葉土化バッグ】

　手軽に重さ約100kg の落ち葉が処理できます。

▶サイズ＝直径1.1m ×高さ 1.2m（右上写真参照）

問環境課 ☎（36）1421
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　世界の各分野で活躍するリーダーや学識経験者、地元団体や企

業、中・高・大学生らが地球環境問題について話し合う「宗像国際環境

100 人会議」が、ロイヤルホテル宗像と宗像大社をメイン会場に８

月24 日から同26 日に開催されました。５回目となる今年は、過去

最大となる延べ約800 人が宗像に集い、議論を重ねました。

　環境会議の締めくくりには

「宗像宣言2018」を採択。「先

人たちの声に耳を傾け、環境

と社会と経済とが共存し、慈

しみや、優しさにあふれた環

境・生命文明社会の実現を目

指すこと」を会議参加者全員

で確認しました。

　宗像から世界に。環境会議

は今後も活動を続けます。引

き続き、みなさんの協力をお願

いします。

 問秘書政策課 ☎（36）1055

　今年は、学生が企画・運営する「学生分科会」を初開催。宗像国際育成プロ

グラム（市子ども育成事業）の中・高生と、環境活動に取り組む６つの大学・

高校の学生らが参加し、それぞれの活動について報告。学校や住む場所が

違っても、海を愛し、地球環境を守ろうとする同志として交流しました。

　学生分科会実行委員長の瓜生信汰朗さん（長崎大１年）は、「便利で豊か

だと錯覚している生活の裏には、必ず影響を被る自然がある。私たち学

生一同は、豊かな海を次世代につなげていくために、次世代へと引き継ぐ

ことができる『持続可能な環境活動』を行う」と力強く語り、学生らの総意

を、会議全体に投げかけました。

海の再生について
議論を重ねた

「学生分科会」では、同じ志をもつ学生同士、議論が盛り上がります

 「宗像宣言2018」を読み上げる
吉田花奈子さん（中央中３年）ら

若者の視点からも環境問題を議論

優しさにあふれた社会の実現を宣言

　さつき松原の再生・保全の意識を高め、

白砂青松の松原として再生させるために、

現在、26 団体（市民、企業、NPO、学校など）が松林区域内の草刈り・ご

み拾い・枝打ち・松葉かきを行っています。あなたもさつき松原の再生・

保全活動に参加しませんか。

所さつき松原（神湊、江口）

対３年以上活動できる団体

　（市内外不問）

＊面積に応じて活動費、規定の範囲内で

保険あり

＊草刈機の貸出可能（燃料各自負担）

申 問さつき松原管理運営協議会

事務局（農業振興課内） ☎（36）0041

ちょい松知識
　アダプト・プログラムとは、
一定区間の公共の場（さつき松
原）で、年間を通して市民と自
治体が協力し、環
境美化に取り組む
制度。

地域や子どもたちの未来のために

落ち葉や雑草を気軽にリサイクル！

宗像国際環境100人会議2018

アダプト・プログラム参加団体募集

「腐葉土化バッグ」モニター募集

11 月１日（木）から
平成31年

２月28日（木）まで、

7:30 から
収集を開始します。 問環境課 ☎（36）1421

宗像市家庭用
燃やすごみ袋

宗像市家庭用
燃やすごみ袋

宗像市家庭用
燃やすごみ袋

11月から
ごみの収集開始時間が変わります

（大島地区は除く）

市では、市広報紙、公式ホームページに掲載する有料広告を募集しています。詳細は、市 HPで確認できます。
問秘書政策課広報報道担当 ☎0940 （36）1055
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